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学校経営目標 ＳＨＩＮＰＯ力を発揮し未来を切り拓く生徒の育成

本校では、毎年度計２回（7月・12月）「学校評価」を実施しております。
今回は、計１７０世帯の保護者の皆様からご回答をいただきました。
本校の教育活動において育成を目指す「SHINPO力」については、「５つSHINPO
力の内、お子さんに身に付けてほしい資質・能力は？」として、複数選んでい
ただきました。最も多かったのは心歩「思いやり」で84％の選択率、次いで進
歩「主体性」の78.7％でした。それ以外の評価項目における回答結果は、近日
中に学校Webページにて公開させていただきます。ご協力有り難うございました。

本校では、魅力ある学校づくりに向けて様々 な取
組を展開していますが、その一環として、生徒の安
心安全を保障していくことについて重点を置き、登
下校時も含め、学校における安心安全の具体策とし
て今年度より次のことに段階的に取り組んでいます
(1) 校門付近に立て看板等を設置し、夜間は閉門す
るようにしています。

(2) 外部からの来校者については、原則、事務室で
の受付を済ませ、来校者カードの着用をお願いし
ています。（本校教職員もネームカード着用）

(3) 通学路における防犯のため、生徒の制服（上
衣）又は体育着等へのネーム（刺繍）は、任意

（入れても入れなくてもよい）としています。

９月２１日 低気圧の影響で、前日まで雨が多く、当日の天気も心配されましたが、
３年教室につるされた「てるてる坊主」による願掛けもあって、当日は、雨がひと
休みしてくれる天気となりました。開会式においては、学年団での迫力ある入場の
あと、生徒会長の坂口紘之介くんより、「保護者の皆様、忙しい中、今日という日
のために、平良中学校へ足を運んでくださり、本当にありがとうございます。私達は、保護者の皆様の期待を
超えるような演技を目指しますので、ご声援よろしくお願いします。生徒と保護者の皆さんで運動会を盛り上
げていきましょう」と、士気の高まる力強いあいさつをしてくれました。
プログラムは、学年毎に特技、ダンス、学級リレーと順調に進み、各学年、一所懸命の演技、競技を披露する
とともに、学年・学級の団結を示してくれました。
閉会式においては、体育委員長の古山紫音さんが各学年の生徒に対し労いの言葉を述べ、最後に３年のダンス
リーダーとして、「リーダー全員が運動会を成功させたいという思いがあるので、たくさんの意見があって、
何度もぶつかり合って、その度に話し合いを開いて・・・今まであった意見のぶつかり合い、話し合いのこと
を悪く思いません。一人一人が真剣に取り組んで3年生のみんなのためを思っている証拠です。今日はみんな
で頑張っていて感動したし、今日の運動会は大成功だと思います。」とのメッセージを伝え、運動会に向けた
準備・練習の過程を通して、自らがリーダーとして感じたことを素直な言葉で述べてくれました。
学校教育における「学校行事」の効果性には３つあると言われています。１つめに「人間関係の形成の仕方

を学べること」、２つめに「集団や社会への参画につながること」、３つめに「自己肯定感が高まること」が
挙げられます。今回の運動会においては、その準備の段階から意見の食い違いを乗り越え、お互いに理解し認
め合いながら１つのものを作り上げていくという、まさに将来の社会参画につながる体験をしてくれています。
運動会本番での演技や競技も素晴らしいものがありましたが、何より、その成功に至る過程において、先述し
た３つのことを体験してくれたことが大きな成果であるということを感じています。これからもSHINPOです。

「平成６年度 運動会」 みんなでスマイル パワー全開！

魅力ある学校づくりに向けて

正門・裏門表示 事務室への受付案内

平成６年度 運動会のようす

3年教室「てるてる坊主」


